
賓
開
花
損
総
失

C
乃
歪
七
C
日
目
の
完
熱
期
さ
な
れ
ば
最
早
や
生
?
る
事
無
し
。

三
、
出
穏
時
期
に
銀
理
な
奥
へ
て
懐
穂
さ
な
す
時
は
極
め
て
多
叡
の
枇
米
を
生
じ
且
つ
結
貨
せ
し
籾
米
ち
褐
色
ざ
な
り
て
茶
米
を
生
?
る
.

橿
也
の
て
多
pv
。

問
、
稲
紙
開
花
期
及
其
後
も
降
雨
に
含
ふ
事
録
き
時
は
褐
色
粉
末
及
茶
米
を
生
?
る
事
録
け
れ
き
も
開
菟
中
降
雨
に
曾
ふ
時
は
褐
色
榔
米
E
A

茶
葉
殺
生
守
る
事
多
し
。
商
レ
て
降
蘭
時
間
の
長
会
d

も
の
礎
茶
米
h
z
生
参
る
官

Z
K

第

一一
部

農
郵
化
事
、
土
壌
肥
料
事
〉

羽
織
度
ら
異
い
し
一
年
間
貯
繭
・
し
た
る
繭
質
の
痩
化

及
び
貯
繭
方
法
に
就
い
て郡

是
製
糸
研
究
所

新山岩

f.t本岡

嘉孝末

吉三彦

製
糸
案
じ
て
は
‘
原
料
開
係
上
叉
紐
菅
上
乾
繭
を
一
定
期
間
少
く
も
鼠
ヶ
月

a
o一
年
以
上
貯
繭
保
全
の
必
要
あ
り
て
‘
此
貯
繭
中
睦
畠
及

鼠
容
を
防
止
す
る
は
勿
論
繭
賞
を
絹
針
じ
不
良
な
ら
し
め
ぎ
る

E
字
書
俵
件
な
る
が
、
貯
繭
志
の
不
完
量
憐
油
器
の
不
遁
憶
貯
繭
万
一
読
の
不

合
理
貯
繭
中
め
不
注
意
容
に
よ

0
、
貯
繭
朋
閉
じ
よ
hv.蒐
練
糸
時
期
に
よ
。
.
纏
糸
工
程
糸
量
に
不
良
な
る
成
簡
を
一
万
し
糸
賀
を
悩
m
a
'
ぜ
る

温
開
度
を
園
調
に
し
一
隼
間
貯
薗
聞
し
た
る
繭
貨
の
鰻
化
及
び
貯
蘭
方
法
に
拭
い
て

7、



一入一

満
度
tv-
異
に
し
一
年
間
貯
繭
し
た
る
繭
質
の
鍵
化
及
び
貯
歯
周
方
楼
に
撹
い
て

E
多
レ
.
貯
繭
中
繭
貨

ω慶
尚
一
以
王
ざ
し
て
温
撒
度

ω単
悼
・
い
て
.
特
じ
.
漁
試
の
多
少
は
直
銭
繭
糸
じ
影
響
し
.
又
細
菌
徽
の
消
長
に
闘
係
す

る
も
の
じ
し

τ.賞
際
貯
繭
じ
乾
漁
を
感
栄
せ
し
め
ぎ
る
様
苦
心
せ
る
は
衆
知
町
事
項
な
る
も
‘
従
来
之
等
貯
嗣
・
い
闘
し
て
は
繰
糸
試
験
成
蹟

多
き
も
貯
繭
中
に
重
大
な
る
闘
係
を
及
す
ぺ
き
温
漁
痩
を
検
定
し
て
.
各
明
繭
質
の
理
化
事
時
聾
化
特
例
究
せ
し
も
の
屯
ら
れ

5
れ
ば
吾
人

は
支
敵
寅
繭
川
り
本
乾
繭
〔
乾
繭
時
度
岩
波
)
を
漁
堤
を
異
に
せ
る
一
定
容
器
中
に
一
年
間
同
一
場
所
に
放
置
貯
繭
し
.
繭
屍
及
蝿
睡
の
理
化
事

的
聾
化
さ
徹
生
物
の
消
長
さ
を
毎
日
試
臨
し
主

τし
て
滋
度
の
繭
じ
叫
到
す
る
影
響
L
T
兜
め
‘
貯
繭
及
繰
糸
工
務
上
の
考
察
に
賓
ぜ
ん
ざ
す
。

究
じ
貯
繭
み
法
ざ
し
て
.
貯
繭
中
貯
繭
容
器
の
常
を
得
る
や
否
や
は
貯
繭
倉
慮
の
完
否
さ
等
し
く
製
糸
上
重
要
な
る
醐
係
あ
る
も
の
な
れ

ω4Mm
・

ω∞
恨
の
3
匝

ω乾
繭
令
各
一
つ
は
鐘
詰
寝
間
・
こ
し

一
年
間
昨
識
し
八
月
.
十
一
月
.
翌
年
二
月
の
一
一
一
回
に
練
糸

ば
、
前
試
蟻
さ
同
一
一
原
料
繭
々
同
一
乾
燥
み
法
に
よ

0
.
乾
燥
畦
度

ω命
総
'

2
ω
S蛇
入
ご
つ
は
布
袋
に
入
れ
て
.
同
一
繭
倉
章
巳
温
漁
度
を
測
定
し
て
.

試
瞳
そ
な
し
.
解
好
条
量
.
来
賀
ι
T
講
究
す
る
さ
共
に
繭
賀
の
理
化
歯
学
吻
試
験
及
徹
生
物
試
胎
を
な
せ
り
。

雨
試
蹴
共
試
融
1
M
法
置
敏
成
績
韻
糸
試
験
明
績
等
の
詳
細
は
省
略
し
.
試
験
岐
績
の
摘
要
さ
考
察
の
概
要
を
抄
録
す
ぺ
し
。

漁
度
を
異
に
し
て
貯
繭
し
た
る
繭
質
建
化

試
職
t
N
法
ざ
し
て
は
温
度
は
室
温
じ
枚
置
せ
る
も
の
じ
し
て
.

一
般
刑
罰
糸
家
の
繭
倉
躍
は
未
だ
不
完
全
に

τ繭
倉
軍
内
の
温
度
は
一
年
間

つ
二
月
は
低
温
を
示
し
、
外
温
さ
の
差
僅
少
怠
h
v

措
ん
き
外
温
-
h
怠
右
き
る
h
q
-
云
ふ
も
差
支
へ
無
く
七
1

八
、
九
月
は
高
温
を
十
二
‘

(
温
度
調
俺
表
省
略
)
従
っ
て
貯
舗
中
の
温
度
は
倉
噌
内
の
温
度
さ
し
て
(
最
高
温
度
出
漫
.
最
低
温
度
伊
達
)
漁
度
実
ぎ
の
三
国
ざ
す
。

1
.
8渓

(乾

燥

匝

2
.
3漏
れ

へ垣市

1! 

属
、ノ



3
.
m画
-wm
，旬、
織

匝

稗

以
上
.
目
的
漁
度
は
一
定
過
度
の
硫
酸
水
溶
岐
部
色
決
匝
は
比
重
岡
・
鵠
ゲ

gw民
匝
は
出
重
】
泊

ω'gu民
隠
は
比
重
己
民
の
硫
酸
液
な
使
用

せ
る

ι温
度
一
定
な
ら
，
き
れ
ば
.
其
蒸
気
張
り
は
常
に
費
化
す
る
そ
以

τ撮
格
の
意
味
に
於

τは
目
的
漁
度
じ
あ
ら
ざ
る
も
翻
係
蕪
鉱
張
力

は
温
度
哲
度
の
差
じ
て
約
凶
設
に
過
ぎ

5
れ
ば
本
試
蛾
の
如
く
各
試
跡
直
の
漁
問
一
差
大
な
る
開
場
合
は
結
果
に
轟
惇
な
き
さ
見
倣
し
得
べ
し
。

試

験

成

績

概

括

1
・
醐
量
量

貯
繭
朋
闘
を
濁
じ
也
月
乾
燥
臨
(
色
決
以
は
前
日
次
減
少
し
漁
淘
匝
(
g
w
m
)は
約
∞
決
内
外
の
ゆ
噌
量
密
示
し
標
準
匝

(gw吠
)

は
殆
ん
き
其
の
噌
減
を
認
め
4
7
0

包

ハ
4
)繭
屍
水
分
。
乾
燥
極
以
各
月
貯
繭
前
よ
hv
も
常
に
減
少
し
水
分
∞
-U
沢
内
外
な
れ
V

漏
潤
匝
は
漸
失
増
加
し
五
ヶ
月
よ
。

水

分

は
同
男
以
上
の
ー
合
水
量
じ
及
び
其

ω後
μ
時
胡
の
経
過
に
大
差
な
く
標
準
匝
は
常
に
水
分
ち
沢
内
外
に
て
一
定
せ
。
。

ハ
ロ
)
輔
姐
水
分
は
乾
燥
嵐
は
漸
失
減
少
し
約
ι
F
U
W
R

内
作
に
て
漁
潤
匝
は
貯
繭
十
日
に
で
既
に
著
し
く
増
加
し
三
ヶ
月
目
に
は
白
川
駅
以
上

巳
及
び
蝋
失
滑
加
し
留
液
晶
官
示
セ

0
。
也
し
貯
繭
字
ヶ
年
後
は
輔
障
の
分
解
に
よ
る
揮
獲
物
の
減
耗
量
多
く
純
水
分
に
あ
ら
?
。
標
準
厄

は
∞
演
内
外
じ
て
殆
ん
争
ニ
定
せ
旬
。

3. 

微
生
物

ハ
4
)細
菌
ハ
繭
溶
解
歯
其
他
)
の
消
長
は
各
国
共
多
少
見
ら
る
れ
き
も
乾
燥
隠
標
準
高
は
特
に
其
の
護
育
認
め
ら
れ
‘?
漁
調

高
は
時
日
の
経
過
さ
共
じ
著
し
く
繁
殖
せ
り
戸
細
菌
来
務
獣
省
略
)
。
踊
簡
は
十
日
目
に
於

τ既
に
甚
し
く
噌
殖
し
五
ヶ
月
目
よ
O
細
菌
鋲

多
少
減
少
せ
る
は
徴
的
繁
磁
・
」
伴
ひ
踊
睡
成
分
の
慶
化
・
い
よ
る
生
産
物

ωた
め
細
菌

ω費
宵
に
不
適
常
さ
な
れ
る
に
よ
る
べ
し
。

川
口
)
轍
は
乾
燥
匝
.
標
準
匝
は
絡
ん
舟
』
費
宵
龍
め
ら
れ
ざ
る
も
漁
潤
匝
は
繭
屍
輔
値
北
ハ
乙
貯
繭
一
ヶ
月
に
て
品
問
、
芽
し
ニ
ヶ
月
目
に
以
既
辺

渦
度
を
園
高
に
レ
一
年
間
貯
繭
し
た
る
繭
質
の
鍵
化
其
ひ
防
蘭
方
法
に
斌
い
て

}八一一-



渦
度
を
異
に
し
一
年
間
貯
闘
し
た
る
蹴
質
の
質
化
及
び
貯
蘭
方
法
に
院
い
て

プ
ハ
四

肉
眼
に
て
商
茜
を
醐
屍
上
巳
臨
め
ら
れ
貯
繭
時
日
の
距
渇
心
従
ひ
繭
屍
踊
檀

ω全
面
々
徽
に

τ覆
は
る
L
じ
至
る
。

4 

繭
屍
セ

9
V
ン
溶
解
度
は
醐
解
師
さ
犠
接
な
る
闘
保
あ
る
も
の
に
し
て
製
糸
原
料
繭

ω償
値
性
蹴
栓
知
ら
ん
さ
す

セ
9
u
v
シ
溶
解
度

る
に
必
要
な
む
。
別
表
は
-
定
時
間
一
定
湿
度
じ

τ溶
解
し
た
る
繭
屍
無
水

-
0
0分
の
セ

p
h
v
ン
量
に

τ貯
繭
十
日
に
於
て
は
乾
燥
匝

最

ι帯
解
度
多
く
渦
潤
闘
は
貯
繭
駒
よ

O
著
し
く
不
溶
解
私
h
v
。

滋
潤
同
繭
屍
七

9
u
v
ン
の
不
溶
解
作
ゆ
る
は
五
ロ
人
多
数
の
賓
験
結
果
守
二
致
す
る
こ

Z
ろ
に
て
繭
屍
セ

9
V
ン
の
水
和
作
用

F
F
『
骨
E
S
S

に
蹄
す
ペ
〈
其
後
繭
屍
輔
値

ω吸
水
量
を
増
加
す
る
さ
共
じ
撤
生
物
も
繁
暗
唱
し
溶
解
度
令
婚
し
含
水
量
多
き
五
ヶ
月
頃
よ
り
特
に
溶
解
度

多
き
は
繭
屍
セ

9
u
v
シ
の
分
解
を
置
す
る
も
の
な
り
。
.

乾
燥
恒
は
貯
繭
プ
グ
月
後
よ
れ
リ
溶
解
度
を
減
じ
其
後
僅
少
の
増
減
あ
る
も
貯
繭
捌
に
よ
る
量
化
器
め
ら
れ
歩
。

損
壊
匝
は
殆
ん
き
艶
化
な
し
。

要
す
る
己
漁
鉱
多

-g咽
場
所
に
醐
を
放
置
す
る
時
は
初
め
溶
解
度
な
減
じ
吸
水
さ
共
じ
溶
解
度
'q
憎
し
長
時
日
じ
亙
る
さ
き
は
微
生
物
の
繁

殖
比
伸
ひ
分
解
量
買
す
。

5. 

セ
p
u
v
y稽
械
の
粘
度
々
測
定
す
る
こ
さ
は
セ

pbv
ン
臨
質
性
生
考
察
す
る
上
に
必
要
な
り
粘

セ
9
M
V
Y
溶
液
の
粘
度
及
保
菌
作
用

度
は
占
4
1
一
ト
ヲ
l
ド
氏
ダ

4
ユ
2
u
v

メ
ー
タ
ー
じ
よ

O
皆
既
の
恒
温
槽
に

τ測
定
す
。
第
二
義
は
各
値
貯
輔
後
五
ヶ
月
目
キ
J
U
シ
溶
液

各
漉
震
の
五
時
間
後
の
陀
粘
度
に
て
最
上
の
州
蹄
は
敬
一
繭
直
後
測
足
ぜ
る
も
の
な
の
。
ち
M
R
匝

.
8
w
p
Eは
殆
ん
き
岡
て
附
績
を
示
せ
る

も

S
N
E
N
p
a属
鹿
を
婚
す
も
殆
ん
を
比
粘
を
増
加
せ
4
r
直
蹄
を
示
す
。

第
三
去
は
同
日
謹
度
七
時
間
後
じ
て
貯
繭
制
の
経
過
に
よ
る
比
粘
底
的
聾
化
を
示
せ
る
も
の
な
る
が
.

A

F

。
決

8
演
の
雨
置
は
貯
繭
閉
じ
よ



-
り
費
化
ト
ゆ
き
・
'
可
。
。
決
匝
は
経
過
じ
従
ひ
其
の
粘
度
ぞ
減
少
せ
hv。

保
護
用
は
金
数
自

τ表
す
。
品
。
氏
、

g誌
の
爾
匝
は
貯
繭
十
-
タ
月
・
い
於

τ。
-gム
b
g麗
与
る
も

8
吋
匝
U
0・2
ω
!
。・
2
∞
隠
じ

て
保
護
作
用
の
減
少
な
示
せ

oa

6. 

〈
イ
)
蛋
白
質
‘
グ
9
2
1グ
ン
.
ア
ム
モ
ユ
ア
、

グ
9
2
1
グ
シ
‘
蛋
白
質
等
の
型
化
は
漁
潤
甑
に
於
て
も
脂
肪
の

婦
組
成
分
の
聾
他

慶
敗
目
い
一
地
し
極
め
て
僅
少
な
り
蛋
白
質
に
於
て
は
昨
縞
一
年
後

gwk匝
8
・H
ω
%な
る
心
。
owm匝
は
泊
・
∞
決
伝
承
し
き
同
医
は
ア
ム
モ
-
一
ア

滑
量
せ
hv金
窒
#
酬
を
巴
。
さ
せ
る
さ
き
貯
繭
一
年
品
川
ア
ム
モ
品
ア
性
筆
業
怠
ぷ

.aw恨
の
雨
匝
は
。
・
ω
以
内
な
る
に

8
い
に
匝
は
ω・4
む
な
り
。

〈
ロ
)
脂
肪
、
踊
髄
成
分
の
慶
化
乏
し
て
漁
潤
匝
の
脂
肪

ω酸
敗
せ
る
ニ
さ
著
し
く
醜
舗
に
よ
り
其

ω分
解
度
を
知
る
を
悦
べ
し
種
々
の
脂

肪
酸
を
生
ず
る
さ
共
に
揮
俊
他
物
質
も
少
か
ら
4
y
生
産
さ
る
L
は
同
形
物
の
減
少
じ
よ
り
明
か
な
り
。

標
準
匝
乾
燥
闘
は
措
ん
や
』
酸
償
一
定
な
る
も
漁
凋
隔
は
貯
繭
十
日
じ
於
て
既
に
酸
債
を
峰
唱
し
プ
グ
月
じ
於
て
は
甚
し
〈
分
解
し
ニ
ヶ
月
じ

於
て

4
中
性
器
力
事
は
指
肪
酸
己
分
解
す
。
貯
繭
-
年
後
じ
於
て
乾
燥
匝
標
準
匝
の
脂
肪
酸
き
ふ
・

2
2話
甑

は

さ

ま

せ
り
。

此
川
リ
踊
瞳
同
時
分
の
艶
化
ぷ
踊
髄
中
の
醇
.
煮
に
よ
り
又
細
菌
徽
じ
よ
り
分
解
さ
ゐ
L
も
の
な
る
が
輔
障
の
聾
化
は
煮
繭
勘
繰
糸
湯
の
民
雌
成

分
を
聾
化
し
解
静
糸
量
糸
賀
に
少
か
ら
?
単
響
を
及
す
も
の
な
hv。

以
上
各
種
の
試
融
さ
貨
際
繰
糸
試
験
胤
績
守
よ
り
貯
繭
中
の
温
漁
民
の
艶
曹
を
考
・
授
さ
る
L
が
主
さ
し
て
漁
度
の
多
少
以
繭
質
じ
至
大
の
胤

保
を
及
す
も
の
に
し
て
多
漁

ω環
境
に
貯
繭
す
る
さ
き
は
初
め
繭
セ
9
u
v
y
は
水
和
作
用
に
よ
り
セ
p
u
v
y
溶
解
度
を
減
じ
漸
弐
麗
質
的
聾

性
さ
わ
惜
し
水
分

ω吸
枚
噌
加
じ
慾
ひ
微
生
物

ω繁
櫨
三
共
・
い
繭
同
開
決
一
輔
恒
川
り
分
解
費
刷
R
h
I
来
し
鮮
野
不
良
-
h
糸
質
劣
悪
さ
な
る
も
の
な
り
。

漏
民
乞
圃
蝿
・
」
レ
一
年
同
町
酬
し
た
る
副
同
国
且
の
副
国
化
及
び
同
町
.
闘
万
涯
に
就
い
て

一
八
五
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渦
度
を
実
に
し
一
年
間
貯
蘭
し
た
る
繭
貨
の
健
化
再
ひ
貯
蘭
方
溢
に
低
い
て

関
係
漁
度

SV6以
内

ω乾
燥
鮎
聴
に
て
は
・
泌
度
の
高
低
に
係
ら
守

一
年
間
殆
ん
を
闘
賞
費
低
せ
命
令
』
推
定
す
る
も
ぬ
な
hv。
従
《
J

て
斯
か
る

貯
繭
に
よ
れ
る
原
料
な
れ
ば
時
期

ιよ
hvτ
暢
糸
上
の
差
鵜
を
縄
誠
し
得
べ
し
さ
峨
移
す
。

本
試
験
は
未
だ
試
敵

ω不
備

ω臨
も
あ
hv叉
渦
度
の
範
回
大
怠
れ
ば
本
年

SM武
‘
記
袖
氏
、
∞
⑤
涌
恨
の
=
一
匝
ざ
し
以
上
の
理
化
事
的
民
雄
鵠
糸
賦

幽
暗
色
官
岨
庸
揮
し
本
試
幽
帽
の
不
完
全
を
坤
聞
は
ん
さ
賞
験
中
な
る
を
附
記
す
。

E

貯
繭
容
器
試
雌
成
樹
概
括

越
雌
t
N
・
法
及
貯
繭
車
内
温
漁
度
表
は
省
略
し
弐
に
成
績
摘
要
お
ぜ
蓮
ぷ
。

L

水
‘
分
鎗
結
国
は
貯
繭
中
に
水
分
の
冷
滅
龍
め
ら
れ
ぎ
る
も
布
節
也
匝
は
各
高
繭
屍
輔
慣
採
に
水
分
噌
加
す
而
し
て
健
結
甑
の
乾
燥
程

度
を
呉
じ
せ
る
各
匝
は
貯
醐
徐
に
於
て
も
其
の
差
異
な
川
明
か
に
示
せ
る
が
布
車
庫
H
竺
・
ゲ
月
自
に
於
て
既
に
治
ん
争
』
岡
戸
水
分
ざ
な
り
乾

繭
時
日
の
経
過
さ
北
ハ
に
繭
尉
蝿
組
終
じ
乾
燥
緯
度
の
相
濯
を
部
む
る
組
以

5
る
に
重
る
。

a
撤
生
物
慨
し
て
耐
匝
閉
じ
著
し
き
差
異
は
見
ら
れ
ぎ
る
も
錨
詰
直
巳
細
菌
歓
少
し
水
分
多
合
布
建
匝
に
多
き
営
不
せ
ち
同
一
方
法
に

よ
る
貯
繭
作
ゆ
る
さ
き
は
乾
燥
粍
度
じ
よ
り
栂
撞
し
水
分
段
も
多
き
鵠
次
匝
最
も
細
菌
繁
殖
せ
hv。

布
建
国
は
水
分
精
加
ぜ
る
貯
繭
プ
タ
月
よ
り
一
般
に
溶
解
度
を
場
加
ぜ
る
も
水
分
の
聾
化
な
き
鍵
舗
極
鉱
其
の
椿

3. 

セ

phu
ン
溶
解
度

解
度
も
殆
ん
き
差
巣
少
く
多
hv貯
繭
直
後
よ
む
滅
少
の
傾
向
を
示
せ
り
。

蝿
詰
匝
に

uxて
は
乾
趣
田
恒
漫
舗
淡
匝
の
溶
解
度
少
〈

-dwk甑
最
も
多
き
も
布
建
逼
に
は
其
の
差
異
セ
認
め
ら
れ

5
る
は
水
分
が
各
匝
均
一

さ
怒
れ
る
じ
よ
る
べ
し
。

4. 

蝿
睡
脂
肪
酸
償

.
凧
ぽ
胸
骨
打
巳
時
日

ω飽
渇
じ
よ
り
醸
敏
や
増
加
す
る
傾
向
あ
る
も
鐘
詰
匝
は
其

ω差
少
く
布
建
匝
は
著
し
く
滑
量
せ
り



貯
繭
容
器
同
一
芯
る
時
は
踊
腫
水
分
の
多
き
も
の
程
時

uの
経
過
に
伶
ひ
脂
肪
酸
債
の
精
加
大
な
り
卸
お
婦
関
水
分
及
び
温
漁
度
が
酵
素

及
び
徹
生
物

ω作
用
に
渇
す
る
に
催
。
酸
償
令
精
し
繭
貨
の
聾
記
良
ぴ
煮
繭
融
糸
湯
に
彰
弾
令
及
す
も
の
な
り
。

蛋
白
質
.
グ

9
?
s
グ
ン
等
の
艶
化
は
緯
唱
し
か
ら
唱
y
o

以
上
試
験
成
横
及
賓
際
幌
糸
結
果
(
省
略
〉
よ
り
隣
論
鋒
q
7
d
て
は
防
漁
位
な
る
槽
桔
ι
管
理
思
ざ
す
ペ
〈
比
峻
的
不
完
全
な
る
砕
歯
車
に

て
は
特
に
錨
詰
時
に
よ
ら

5
れ
ほ
時
日
nw
経
過
さ
共
じ
繭
貿
の
艶
化
箸
し
き
こ
さ
繕
定
し
得
ぺ
し
。
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